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研究成果の概要（和文）：構文文法はこれまで主に英語を対象として議論が行われてきたが、英語以外の言語を対象と
する考察はまだ少ない。本研究はドイツ語の非人称構文、形容詞構文、結果構文を構文文法の視点から分析することで
、構文文法がドイツ語の記述においても有用であることを示した。また近縁ではありながらも、英語とは別の構造を持
つドイツ語で生じる理論上の課題、またそれが構文文法に与えるフィードバックの可能性も明らかにすることができた
。

研究成果の概要（英文）：Construction Grammar has been mainly discussed through the analysis of English 
and there are rather few studies based on other languages. This research analyzed impersonal 
construction, dative adjective construction, and resultative construction in German and indicated that 
constructional approach is also effective in the description of German. It also suggested some 
theoretical problems in describing German from the constructional perspective and also some possible 
theoretical feedback to this grammatical framework.

研究分野：ドイツ語学
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１．研究開始当初の背景 

構文文法 (Construction Grammar) は認知言語

学における文法へのアプローチの一つとし

て 1980 年代に提案され、初期にはイディオ

ムや特別な構文の説明に有力な枠組みとし

て登場したが  (Fillmore et al. 1988, Lakoff 

1987)、続く 90 年代には、より基本的な文の

項構造の研究にも対象を広げられ (Goldberg 

1995)、一言語全体を記述する理論としての地

歩を固めてきた。しかし構文文法はこれまで

主に英語を対象として議論が行われ、ドイツ

語を構文文法の枠組みから包括的に考察す

る試みは行われていないという状況であっ

た。そのため本研究ではドイツ語を構文文法

の視点から分析することで、この理論の英語

以外の言語の記述への応用可能性の探求、ま

た英語とは別の構造を持つ言語で生じる諸

問題の解決、さらにそれによる理論へのフィ

ードバックを目指すこととした。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は以下の 2点である。 

(1) 英語を対象言語として発展してきた構文

文法をドイツ語に応用することで、ドイツ語

母語話者が言語獲得において身につけてき

た構文体系（＝文法）の一端を明らかにし、

かつ構文文法のドイツ語への応用の有効性

を検討する。 

(2) ドイツ語に適用した場合に生じる、構文

文法の理論的課題を追求することで、構文文

法に対して理論的貢献を行う。 

以上の目的を遂行するため、現代ドイツ語で

頻繁に使われる、項構造を伴う基本構文のい

くつかを対象とした。具体的には非人称構文

のうち [es + 動詞] の構文形式をとるもの、

自動詞構文のうち [与格名詞句 + コピュラ

動詞 + 形容詞] の構文形式をとるもの、他動

詞構文のうち [主格名詞句 + 動詞 + 対格

名詞句 + 形容詞] の構文形式をとるものに

注目して考察をすすめ、それぞれの構文とし

ての性質を明らかにした。 

 

３．研究の方法 

研究は以下のような方法を用いて進めた。 

(1) 対象とする構文の先行研究における記述

を整理し、これまでの不明点を明らかにする。

(2) 電子コーパスを利用して、対象とする構

文 の デ ー タ を 取 集 し て 用 法 基 盤 的 

(usage-based) な立場から分析する。 

(3) インフォーマント調査により、対象とす

る構文の使用の状況を分析する。 

(4) 以上の分析の過程で明らかとなった構文

文法の理論的問題を整理し、理論へのフィー

ドバックを行う。 

(5) 成果は適宜国内外での口頭発表や論文の

形で公表する。 

 

４．研究成果 

本研究では当初の計画より対象を狭めるこ

ととし、「研究の目的」の箇所で述べた 3 つ

の構文を特に重点的に考察した。以下、それ

ぞれについてその成果をまとめる。 

(1) [es + 動詞] 構文の分析 

es（英語の itに対応）をとる構文には統語的

に興味深い現象がみられる。ドイツ語では任

意の文の要素を比較的自由に定動詞の前の

位置（＝前域）に置くことができ、その場合

本来の主語は定動詞の後に置かれるが、es が

主語位置にあって他の文要素が前域に移動

したとき、es が通常の主語のように定動詞の

後に必ず出現する場合、任意の場合、es が必

ず出現しない場合がある。この現象は構文文

法的に対し、それぞれの場合を異なる構文と

みなすべきか否かという問題を提起するも

のである。本研究はこの現象に対し、es を伴

う構文は es の必須性に応じてまずは異なる

構文とみなした方がよく、また必須性の度合

いと es 構文が担う機能が密接に連動してい

ることを明らかにした。es が必ず出現する場

合に関しては、天候や時間などの外的事態の



述語が現れるときであり、任意のときは人の

内面を表す述語のときであった。また esが定

動詞の前以外に出現しない場合については、

エピソード的な出来事を導入する場合であ

ることを確認した。このように [es + 動詞]

構文にはいくつかのバリエーションが確認

できた。しかしそれらは完全に異なるもので

はなく、それぞれに共通するものとして「事

態の客観化」という機能が想定されることを

示唆した。[es + 動詞] 構文はこのような統一

性を示しつつも、統語的には異なる振る舞い

を見せる、ドイツ語に特有のタイプであるこ

とが明らかとなった。なおこの構文について

の分析は〔雑誌論文②〕として公刊した。 

(2) [与格名詞句 + コピュラ動詞 + 形容詞] 

構文の分析 

この構文は非人称構文であるという点で (1) 

で扱った構文と関連するものである。この構

文の与格名詞句の意味役割は常に経験主で

ある。そのためこの構文を分析するにあたっ

ては、[経験主主格名詞句 + コピュラ動詞 + 

形容詞] という構文と比較することで、上記

の構文の特性を際立たせるというアプロー

チをとった。調査はコーパスを利用してデー

タを集め分析を行った。その結果、[与格名詞

句 + コピュラ動詞 + 形容詞] 構文は経験

主が主格に現れる構文とは異なり、外界から

の原因が特定できないような身体的状況を

コード化する機能を有すると考えられるこ

とがわかった。またこの構文はドイツ語にお

ける生産的な構文の一つと考えられ、コンテ

クスト的に形容詞が上のような構文の意味

と適合するのであれば広く使用可能である

ことが判明した。この構文についての分析は、

〔学会発表⑨〕で公表した。 

(3) [主格名詞句 + 動詞 + 対格名詞句 + 形

容詞] 構文の分析 

この構文はしばしば「結果構文」と呼ばれる

構文である。結果構文はこれまでさまざまな

アプローチから研究が行われてきたため、ま

ずはそれらの整理を試みた。多くは英語の結

果構文の分析を行ったものであったが、当初

はその分析による構文の特徴がドイツ語に

も同様に当てはまるものと思われた。しかし

英語とドイツ語の結果構文の例を比較して

みると、結果構文がどのような動詞とともに

出現しうるかという制限において差異が見

られることが明らかになってきた。そのため

本研究ではその差異はどのようなもので、そ

れが何に起因するかを、主にインフォーマン

トに対する調査により明らかにすることに

した。その結果ドイツ語においては結果構文

に埋めこまれる動詞が継続的と解釈可能で

あることが重要なのに対し、英語にはそのよ

うな制限がないことが明らかとなった。また

同じような性質をもつと考えられる構文も、

言語によって差異が見られ、またその背後に

はそれぞれの言語に特有のパラメータが存

在していることがわかった。この研究は今後

類似の構文の比較ならびにそのパラメータ

の相違による説明という、構文文法における

新しい展開が開けたと点で意義は大きいと

言える。この研究は〔図書①〕で公刊した。 

以上のように本研究では全体として構文文

法をドイツ語に応用することで、ドイツ語の

有意義な記述が行えること、またドイツ語の

構文文法的な分析を通して、構文文法の理論

に対しても独自の貢献が可能であることを

示すことができたと考えられる。 
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